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紹
　
介

出
原
隆
俊
著

『
異
説

。
日
本
近
代
文
学
』

水
　
野
　
亜
　
紀
　
子

本
書
は
日
本
近
代
文
学
を
幅
広
く
扱

っ
た
、
出
原
隆
俊
氏
の
論
文
集
で
あ

る
。
「
Ｉ

〈内
部
〉
と

〈外
部
と

「
Ⅱ
　
作
品
論
再
考
」
「
Ⅲ

〈典
拠
〉
と

〈借
用
と

の
二
部
構
成
で
、
そ
れ
ら
独
自
の
視
点
を
柱
と
し
て
、
創
見
に
富

む
論
考
十
六
篇
を
収
め
て
い
る
。

Ｉ
で
は
、
数
多
く
の
作
品
を
視
野
に
入
れ
て
、
〈内
部
〉
と

〈外
部
〉
と

い
う
観
点
か
ら
日
本
近
代
文
学
全
般
に
か
か
わ
る
問
題
を
論
じ
る
。
天
内

部
〉
と

〈外
部
〉
と
い
う
問
題
―
日
本
近
代
文
学
の

一
面
―
」
に
お
い
て
は

「外
界

（外
部
）
の
刺
激
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
ジ
ャ
ン
ル

と
時
代
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
北
村
透
谷
、
二
葉
亭
四
迷
、
夏
目
漱
石
の
問
題

意
識
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「北
村
透
谷
に

お
け

る

〈内
部
〉
と

〈外
部
と

で
は

〈内
部
〉
と

〈外
部
〉
と

い
う

モ

チ
ー
フ
を
め
ぐ
る
透
谷
の
発
想
を
明
ら
か
に
す
る
。
透
谷
と

エ
マ
ー
ソ
ン
の

関
係
の
深
さ
に
も
言
及
す
る
。
「透
谷
と
鑑
三

・
透
谷
と
愛
山
の

一
側
面
」

で
は
、
透
谷
、
内
村
鑑
三
、
山
路
愛
山
の
発
想
の
相
違
を
明
示
し
て
、
透
谷

像
を
捉
え
る
。
そ
こ
に
は
、
透
谷
が
評
論
文
で
使
用
す
る
言
葉
の
ほ
と
ん
ど

が

一
回
性
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
「
泉
鏡
花
作
品
に

お
け
る

〈内
〉
と

〈外
〉
―

〈魔
〉
を
中
心
に
―
」
で
は
、
他
と
様
相
を
異

に
す
る
、
鏡
花
作
品
の

〈内
部
〉
と

〈外
部
〉
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
漱

石

『
行
人
』
と
大
岡
昇
平

『
野
火
』
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
の
は

「
〈心
〉

と

〈外
部
〉
―
漱
石
作
品
の

一
端
―
」
で
あ
る
。
漱
石

の
作
品
に
お
い
て

「自
分
の
手
」
「
自
分
の
力
」
を
超
え
る
も
の
が
出
現
す
る
と
き
に
頻
出
す
る

言
葉
が
、
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
り
合

っ
て
機
能
す
る
か
を
検
討
す
る
。
「魔
」

の
内
実
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
金
閣
寺
』
の

「私
」
が
置
か
れ

る
位
相
を
分
析
す
る

「
三
島
作
品
に
お
け
る

〈内
部
〉
と

〈外
部
〉
―

『
金

閣
寺
』
を
中
心
に
―
」
は
、
作
品
間
に
通
底
す
る
問
題
意
識
、
モ
チ
ー
フ
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
、
三
島
作
品
の
核
心
に
迫
る
。

以
上
の
六
篇
は

〈内
部
〉
と

〈外
部
〉
と
い
う
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

従
来
の
研
究
で
は
提
出
さ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
見
解
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
紹
介
で
全
て
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
問
題
に
対
し
て
数
々
の
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
加
え
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

Ⅱ
の
五
篇
は
、
作
品
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
を
提
起
し
た
う
え
で
、
作

品
全
体
を
改
め
て
読
み
直
し
た
論
考

で
あ
る
。
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、

「樋
口

一
葉

『
に
ご
り
え
』
の

〈彼
の
人
と

で
は
、
作
中
で

「
彼
の
人
」
と

呼
ば
れ
る
人
物
の
存
在
に
つ
い
て
長
ら
く
誤
読
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、

テ
ク
ス
ト
の
検
討
を
通
し
て

『
に
ご
り
え
』
の
真
意
を
把
捉
す
る
。
「
森
鴎

外

『高
瀬
舟
』
異
説
」
で
は
、
弟
を
殺
害
し
た
喜
助
の
行
為
が

〈安
楽
死
〉

を
装

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
間
を
呈
し
、
典
拠

『
翁
草
』
に
は
な
い
ノ

イ
ズ
が

『高
瀬
舟
』
に
用
意
さ
れ
た
意
味
、
さ
ら
に
鴎
外
の
著
し
た
他
作
品

と
の
絡
み
を
考
察
す
る
こ
と

で

『
高
瀬
舟
』
の
仕
掛
け
を
解
き
明
か
す
。

「
Ｋ
の
代
理
と
し
て
の

「私
」
―
漱
石

『
心
』
に
お
け
る
言
葉
の

〈連
鎖
〉

に
つ
い
て
―
」
は
、
テ
ク
ス
ト
内
の
言
葉
の
絡
み
合
い
の
検
討
を
通
し
て
、



作
品
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
緻
密
な
論
証
に
よ

っ
て
、
膨

大
な
研
究

の
蓄
積
が
あ
る

『
心
』
に
新
た
な
見
解
を
打
ち
出
す
。
ヨ

一島
由

紀
夫

『
金
閣
寺
』
の
構
成
意
識
」
で
は
、
同

一
モ
チ
ー
フ
の
意
識
的
な
多
用

と
テ
ク
ス
ト
の
ほ
こ
ろ
び
に
着
目
し
な
が
ら
、
手
記
の
書
き
手
の
意
図
が
ど

こ
ま
で
意
識
的
に
貫
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
考
察
し
、
『
金
閣
寺
』

の
内
包
す
る

〈物
語
性
〉
を
掬
い
上
げ
る
。
こ
の
作
品
が

一
見
し
た
と
こ
ろ

懸
け
離
れ
て
見
え
る
太
宰
治

『人
間
失
格
』
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
も

説
い
て
い
る
。
「
洋
行
と

″か
ら
ゆ
き
″
―
反

『舞
姫
』
小
説
の
位
相
―
」

は
、
岡
田
虚
心
亭

『
妾
薄
命
』
「
新
著
百
種
』
明
治
二
十
二
年
十

一
月
二
十

八
日
）
に
鴎
外

『
舞
姫
』

へ
の
批
判
を
読
み
取

っ
た
も
の
で
、
明
治
二
十
三

年
と
い
う
時
代
背
景
や

『舞
姫
』
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
中
で

『
妾
薄

命
』
の
位
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
者
が
採
用
す
る
小
説
の
方
法
に
鋭
く
迫

っ
て
い
る
。

そ
し
て
Ⅲ
で
は
、
有
名
な
作
品
の

〈典
拠
〉
と

〈借
用
〉
を
明
ら
か
に
す

る
。
こ
れ
ま
で
同
時
代
の
先
行
小
説
を
借
用
す
る
実
態
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
こ
の
研
究
は
新
た
な
見
解
を
提
示
す
る
。

「
他
界
」
と

「
崇
高
」
―

「人
生
相
渉
論
争
」
開
幕
前
夜
の
検
討
―
」
で

は
、
透
谷
の

『
他
界
に
対
す
る
観
念
』
の
成
立
を
追
い
、
こ
の
評
論
の
位
置

付
け
を
考
察
す
る
と
と
も
に

「他
界
」
と
い
う
語
を
用
い
る
透
谷
の
姿
勢
に

つ
い
て
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
透
谷

の
日
記
に
見
ら
れ
る

「
幽
界
」
か
ら

「
他
界
」

へ
の
用
語
の
移
動
に
、
ド
イ
ツ
文
学
、
美
学
評
論
の
英
訳
本
が
介

在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
お
力
の
登
場
―

一
葉

『
に
ご
り
え
』
に
お
け

る

〈借
用
〉
に
つ
い
て
―
」
で
は

『
に
ご
り
え
』
が
先
行
小
説
を
様
々
な
レ

ベ
ル
で
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
全
面
に
わ
た
っ
て
借
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て

『
に
ご
り
え
』
を
統
合
す
る
求
心
力
の
在
り
処
、

余
剰
の
効
果
を
論
じ
る
。
「水
揚
げ

・
出
奔

・
《孤
児
》
物
語
―

『
た
け
く
ら

べ
』
の
美
登
利
の
変
貌
―
」
で
は
、
『
た
け
く
ら
べ
』
に
お
け
る
美
登
利
の

変
貌
を
め
ぐ
る
決
着
の
つ
か
な
い
議
論
に
対
し
て
、
決
定
的
な

《証
拠
》
を

提
示
す
る
の
み
な
ら
ず
、　
一
葉
が

《借
用
》
に
よ
っ
て
作
品
を
作
り
上
げ
た

こ
と
や
、
後
期
作
品
の
方
向
性
が

《借
用
》
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
明
治
文
学
史
に
お
け
る

『水
沫
集
』
の
意

味
を
論
じ
る
。
コ
裏
側
か
ら
読
む
漱
石

『心
ヒ

で
は
、
『心
』
が
鴎
外
の
翻

訳
作
品
を
摂
取
す
る
驚
嘆
す
べ
き
事
実
を
述
べ
、
漱
石
の
作
品
に
同
時
代
の

他
の
文
学
者
の
作
品
の
影
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
『心
』

の
生
成
に
か
か
わ
る
数
々
の
重
要
な
論
点
を
示
す
。
「芥
川
龍
之
介

『疑
惑
』

と
鴎
外

・
志
賀
直
哉
」
で
は
、
芥
川
、
鴎
外
、
志
賀
の
作
品
を
具
体
的
に
検

討
す
る
こ
と
で
、
他
作
家
の
作
品
の
取
り
込
み
を
め
ぐ
る
複
雑
な
状
況
を
、

鮮
や
か
に
分
析
す
る
。

表
題
に
は

「異
説
」
と
付
さ
れ
て
い
る
が
、
丹
念
な
読
解
に
支
え
ら
れ
た

指
摘
に
説
得
力
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
精
緻
な
研
究
は
、
論

じ
る
対
象
の
本
質
を
捉
え
る
も
の
と
い
え
る
。

（大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
〇
年

一
月
、
三

一
六
頁
、
三
七
八
〇
円
）

（み
ず
の
。
あ
き
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
）


